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蓄積からの
新たな一歩
西村先生が退職され、新たな一歩を踏み
出した都市デザイン研に、新体制 1期
目となる 8名の新入生が加わりました。
今号はそんな彼らの自己紹介を特集。

Take a New Step From Our History.

① 1992/12/16
② PANAMA
③ Architect
④ ⑤ Watching movies and 
series, reading
⑥ Rome, because of its weather, 
art and history
⑦ Learn Japanese

Tatiana TATIS
Rsearch Student

① 1996/01/29
② 東京の端
③ 東京工業大学社会工学科時空間
プログラム
④ 旅行、ゲーム
⑤ 基本どこでも寝られる
⑥ メルボルン、赤身肉と LRT、ふ
かふか芝生と海の全てがそろう街
⑦ 英語の勉強頑張ります

山口　智佳
Chika YAMAGUCHI

① 1995/05/28
② 仙台
③ 東京大学理Ⅰ→工学部都市工学
科都市計画コース
④ サッカー、サイクリング
⑤ 人の買った新しい服が分かる
⑥ 飯田橋、卒業設計で扱ったから、
立体的にモノや人が行き交っている
⑦ やりたいことを全部やる

箭川　展
Hiromu YAGAWA

原　洪太
Kota HARA

① 1995/06/09
② 柿生（川崎市麻生区）
③ 東京大学理Ⅰ→工学部都市工学
科都市計画コース
④ 旅行、読書
⑤ 楽しく飲む
⑥ 長崎、坂に張り付く家々と、賑
やかな街中を走る路面電車が好き
⑦ やりたいことを両立する

藤原　大樹
Daiki FUJIWARA

① 1996/02/13
② 東京都文京区
③ 東京大学文Ⅱ→農学部
④ ⑤ ランニング、登山、ポケモン
⑥ JR 大塚駅周辺、駅の裏表ともに
ある程度栄えていながら、二面性が
あるところ
⑦ 「都市工学を専攻している」と胸
を張って言えるようになる

前山　倫子
Rinko MAEYAMA

① 1995/01/23
② 富山市
③ 東京大学理Ⅰ→工学部都市工学
科都市計画コース
④ ⑤ 路上観察的なこと、ドラマや
映画を見ること
⑥ 新宿、多様なところが好きです。
大体どの町も好きです。
⑦ 学問と生活を両立させる

小田島　啓太
Keita ODAJIMA

① 1994/07/06
② 神奈川県川崎市
③ 東京大学理Ⅱ→農学部
④ サッカー観戦、B'z
⑤ 少林寺拳法
⑥ 神楽坂、狭い道の奥にある店の
佇まいが好き・上賀茂、水の流れる
音と社家が良い雰囲気
⑦ 自己確立

仙石　宇 ① 1995/04/28
② 東京都西東京市
③ 東京大学理Ⅰ→工学部都市工学
科都市計画コース
④ 音楽鑑賞・演奏、スポーツ
⑤ 真っ当なことを言う
⑥ 恵比寿、台地の上と下、整然と
雑然のコントラストが好きです
⑦ 東日本制覇

Takashi SENGOKU

凡例：①生年月日 ②出身地 ③出身校 ④趣味 ⑤特技 ⑥好きな都市とその理由 ⑦今年の目標



5月の予定

編集後記

Hey l isten,  - ちょっと聞いて！ 4月のWeb記事

Information

http:/ /ud.t .u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

4.16 上野まちあるき

4.28  手賀沼薪割りWS（作成中）

4.10 PJ 報告会が開催されました。

4.20 輪講に混じって

4.12 UDCSにて奮闘中！

4.22 宇和海に行ってきました。

毎年恒例のプロジェクト報告会。今年は小泉
研からの発表が見られたり、学部生も多く見
に来ていたりと大盛況でした。（M2 但馬）

樋野先生が開講されている輪講へ参加、高島
平についての説明をしてきました。少しでも
役に立てればと。（M2 但馬）

築 100 年の町家「雲乃井」を改修した異色のUDC
が三国にオープン！西村センター長、中島伸副セン
ター長、ディレクター矢吹が奮闘中です。（矢吹）

復興デザインスタジオの現地調査で愛媛県南予
地域に行きました。南海トラフ地震に備えて今で
きることは何か懸命に考えています。（M1前山）

　「最近の編集後記は反省しすぎだ」と言われ続けて
いるので今月は明るい話を。春になりプロ野球が開幕、
野球好きの私にとっては楽しい季節がやってきた。最
近は贔屓の球団もそこそこ好調なので気分もすごく良
い。しかしちょっと熱が入り過ぎなのか、負けたとき
には落ち込むようになってしまう問題が発生。いつも
勝てるわけではないので、勝敗に影響を受けすぎる部
分は何とかしていきたいところ…ということで結局今
月も反省してしまった。反省。（M2但馬）

今月から Information 欄も新デザインに。研究室の様子を伝える Hey, Listen の記事
数が 2 本から 4 本に増えています。Web マガジンもよろしくお願いします！

新編集長、就任！今年度抱負を語る
New Chief Talks About This Year's Resolution.

　3月 23日に行われた追いコンの 2次会にて、前編集長松田から次期編集長
の指名が行われ、M2中戸が第 14代編集長に就任しました。そして新たに 4
名のM1を加え、今年は 7人でマガジン編集を行っていきます。
　新編集部最初の仕事は誌面デザインの変更です。これまで 3度のデザイン
変更が行われていますが、今回の新デザインは、ヘッダーはセリフ体でシンプ
ルにしつつ、表面にその月を象徴する大きな写真を載せるというもの。大き
く変化しているように見えますが、ヘッダーの背景は 3代目同じものを使用、
白黒を基調としたデザインは創刊当時のデザインを思わせるものであったり
と、これまでの歴史を取り入れた進化となっています。
M2の 3名が中心となり 3月末から話し合いを重ねてこのデザインに辿り着
きました。最初は慣れないかもしれませんが、是非とも新しくなった都市デザ
イン研マガジンもよろしくお願いいたします。

　この度 14代編集長に就任いたしました、修士 2年の中戸翔太郎と申します。

これから 1年間、去年に引き続き岡山・但馬と、新しく編集委員として加わっ

た原・藤原・前山・山口の 7人体制で尽力してまいります。

　昨年は研究室全体の大きな節目となる年でした。編集部では過去 13年間に

発刊された全ての紙面を製本しアーカイブ化しましたが、その過程で全ての号

に目を通したことで、マガジンの変わらないもの／変わりゆくものを再確認し、

改めて研究室でマガジンを発行することの意味を問い直す機会となりました。

今年度は新体制となった研究室でマガジンを発行する最初の年です。新たな一

歩に際してレイアウトは一新いたしましたが、「不易流行」の精神のもと、13

年間で培われた伝統を引き継いでまいりたいと思っております。

新編集長よりごあいさつ

text_TAJIMA/M2

研究室会議、より "密 " に研究室会議、より "密 " に
Our Laboratory to be More Frank!

　4月 11日に開催された研究室会議で、中島先生より今年度の運営について
説明がありました。その中で最も重要だったのは、研究室会議をもっとフラン
クにしていきたいという部分でした。これまでの会議では先生方が発言される
ことが多かったのですが、今年からは学生も積極的に質疑に参加することでよ
り議論を活性化させていく狙いが。また会議の部屋に狭い部屋を利用すること、
会議の頻度を増やすことも提案されており、研究室会議が様々な意味でより密
度の濃いものとなっていくことが予想されます。
　新たな体制となった都市デザイン研究室はまだ動き出したばかり。都市と同
じで、一人一人が積極的に活動することによってより良い研究室がつくられる
ということを忘れずにいきたいものです。

text_TAJIMA/M2

第 14代編集長　中戸翔太郎

　今年度の方針についてですが、月刊紙・WEB マガジン・特集号という 3つ

のスタイルを活かしていきたいと思っております。月刊紙は A4一枚に思いを

込め、研究室全体の活動を俯瞰してわかりやすく伝えること。WEB マガジン

は筆者の一人称で、プロジェクトやイベントを臨場感を持って伝えること。特

集号は明確なテーマと読みやすいデザインで、編集部の感じたことを伝えるこ

と。それぞれの媒体を使い分け、研究室の「今」が表現できれば幸いです。

　手探りな点・至らない点も多々あるとは思いますが、1年間見守っていただ

ければと思います。

▲研究室会議では博士課程の学生からM2, M1まで、皆が積極的に発言しています。

02nd (Wed.)
05th-07th
09th (Wed.)
12th (Sat.)
15th-18th
16th (Wed.)
19th-21st

富士吉田 PJ 現地見学
内子 PJ 現地訪問（五十崎大凧合戦）
高島平現地まちあるき
手賀沼 PJ 薪割りワークショップ
内子現地訪問（住民WS実施）
上野 PJ　協議会
三国祭

Lab Meeting
10th, 14th, 24th

都市デザイン研マガジン 創刊号  毎月 1&15 日発行 

         2005.4.15   東大西村・北沢研究室 編集・発行人 酒井憲一 

 

西村教授著『都市保全計画』の大著刊行とハノイ旅行で盛り上がった研究室 

2004年は西村幸夫教授の大著『都市保全計画』（東京大学出版会、04年9月28日）が刊行される一方、11月28日～12月2日は研

究室旅行でハワイに遠征するなど、研究室は盛り上がった。同著は15 年来の講義の集大成で、1050 ページに及ぶ事典兼教科書であ

る。刊行後初の講義が今年4月7日に開講し、学部4年生40人が教授から同著はじめ20冊の実物文献を前にした情熱授業を受けた。

 

研究室で 20%オフ 12,000 円でぜひお求めを！ 

 

 
⇔左の本、研究室から全員に配付 受け取っていない人は仙道さんに申し出てください。 

西村「都市保全計画」講義と大学院「都市設計特論１」に皆出席した聴講生酒井がその都度自発的に提出

した小論文が、研究室ホームページに「熟年聴講生日誌」として9 月から公開され、同聴講生が起こした講

義ノートの要約を第Ⅰ部、小論文を第Ⅱ部としたブックレット『教え子のノートが記した歴史的講義 西村

幸夫「都市保全計画」&熟年聴講生日誌』が12月にアメニティライフから刊行された。160ページ。890円。 

 
 今年度第 1 回研究室会議 4 月14 日（木）17 時から。M2 による喜多方（戸田）、鞆の浦（伊藤）、八尾（大谷）、京浜（黒

瀬）、谷中（阪口）、大野村（田辺）の熱心なプロジェクト紹介、プラス浅草（中島助手）のあと、M1 全員が卒論や抱負など織り込ん

だ自己紹介。１階フロアで全員記念撮影後、あかかぶで40人満員の新歓コンパを開き、M2田辺の司会で座席交換もあって高揚した。 

・喜多方 昨年空き蔵をまちづくり寄合所にしたが、注目されてカフェに売却され、次の空き蔵に移るという好調ぶり。まちづく

りを方向づける全体プランを県から委嘱された。東北まちづくり学会第2回開催もできそうだ。ご飯とお酒の好きな方はどうぞ。 

・鞆の浦 広島県の潮待ちの港町として栄えてきた風光明媚なところ。人口減と空き家増、細い道の交通渋滞が目立つ。サーベ

イ、ワークショップを重ね、空き家を改造したりしてまちづくりに取り組む。みんなでつくった評判の『鞆雑誌』はぜひ見てほしい。 

・八尾 おわら盆で有名な越中八尾のまちづくり空間戦略に取り組んでいる。駅前のにぎわいづくりを頼まれ、参加価値充分。 

・京浜臨海 スタートした臨海部再生プロジェクト。工場、運河、廃線跡などの再生活動を通して、都市空間の持続再生学の創出。 

・谷中 東大に近い古いまちで、芸大修復研究室とまちなみ作法の読解をしてきた。今年は東大側が開発シュミレーションをする。 

・大野村 岩手県北部の村。2000 年から入村活動。５地区のうち拠点地区を毎年変えて、Campus Village Plan を進めている。水沢

地区の愛称「みっちゃあ」を冠した「みちゃあミュージアム」や地元の人たちとの案内板づくりもしてきた。 

・浅草 8月開通の筑波新線で浅草六区に浅草駅ができる。15店と少数ながらやる気のある駅前通りの店主が振興に立ち上がった。 

 
 遠藤助手最終レクチャーと追いコン 4 月からの金沢工業大学専任講師赴任を前にした遠藤新助手は、

都市デザイン（西村・北沢）研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 東京大学
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京浜・船上見学会　
巨艦プロジェクト、決意の船出

第3回研究室会議

Urban Design Lab.
Magazine

2 006 .6 .15

ようやく一息、新宿
箪笥・落合両チーム、報告書完成　M2修論研究もいよいよ加速

編集長　：坂内良明
編集委員：石井宏典　塩澤諒子

text_ishii

　　　月の年度始めより、M1中心
　　　にほとんどノン･ストップで
走り続けてきた新宿プロジェクト。
6月頭、両チームはほぼ同時に「景
観計画調査報告書」をまとめて、
２地域における作業は終了を迎え
た。6月下旬からは、「新宿駅前」
「四谷」「落合第二」の3地域に転
戦することが予定されている。

　　　月6日(火）、8階会議室にて第3回研究室会議が開かれた。個性あふ
　　　れる研究発表、それを迎え撃つ首脳陣の鋭くしつこい突っ込みはボリ
ューム十分。4時間の長丁場をまったく感じさせない内容であった発表テー
マは、以下の通り。

　鈴木智香子　「一般既成市街地における街並み形成要素と合意形成に関
　　　　　　　　する研究―戸田市・三軒協定を事例として―」
　楊恵亘　　　「台北市における再生空間の維持について」
　三澤茂樹　　「駅前の広場的空間の空間構造とアクティビティーに関す
　　　　　　　　る研究」
　西原まり　　「地域マネジメントのツールとしての空き家利活用事業に
　　　　　　　　関する考察」
　坂内良明　　「ラブホテル街形成の歴史的研究」
　(以上、M2)　　
　鄭一止(M1)  「住民参加型の生活景マネジメント―生活景インベントリ　　　　　　　　
　　　　　　　　ー化を中心に」　

あまたの研究室と行政・企業を巻き込んだ一大プロジェクト「京浜臨海部再生研究」
が今年も轟音をあげて動きだした。200 6 年は CO E 最終年度、成果が求められる勝
負の3 年目である。その重要な舵取りを担うメンバー達が、先週、船上からの現地見
学会にのぞんだ。新加入・M 1 奥田が詳細を伝える。            text ,photo _ishii

　　月7 日、豪雨のち晴天の天候
　　　の中、デザイン研メンバーを
乗せて横浜の海へ船が出港しました。
乗船したのは野原助手、M 2 柴田・

早坂、M 1 鄭・平林・砂川・松尾・任・
石井・筒井・吉田・奥田、そして今
回の乗船会をコーディネートして下
さった都市工 O B の福島様（東亜建
設工業）の1 3 名。直前の豪雨を受け、
思いのほか揺れの激しい船に一同不
安を抱えながら、大桟橋たもとから
MM2 1 を一望しつつ川崎工業地帯ま
での約2 時間のクルージングとなり
ました。立ち並ぶ石油タンク、「ハウ

ルの動く城」のような工場、蒸気立
ち上るアルミ工場など、初めて見る
海からの工業地帯は圧巻でしたが、
一方で鼻をつく海の匂いや老朽化す
る護岸など京浜臨海部の問題点も肌
身で実感。各自の問題意識が高まり
ました。
乗船後は福島さんを交え、横浜・

中華街で懇親会が開催されました。
自己紹介と得意技の披露がおこなわ
れ、メンバーの意外な一面が明らか
に。柏と本郷、このメンバーで京浜
臨海部の問題に立ち向かっていこう
と気勢を揚げたのでした。

6

6 ４

左上から
/白き快速船、
桟橋裏からいざ出航
/煙もくもく、日本
のダイナモ
/工業島・扇島を背
に真剣な面持
/首都高下の運河に
潜入
/満漢全席、誓いの
うたげ

text_b annai

奥田　紘子（M 1）

報告書より
上/野原助手率いる落合チームのペーパ
ーは、「これでもか」と言わんばかりの
圧倒的な情報密度を誇る
下/中島助手監修の箪笥チームは、「ざ
っくり」と景観構造を伝える意図

東京大学都市デザイン（西村・北沢・窪田）研究室東京大学都市デザイン（西村・北沢・窪田）研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 
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春の到来、新たな風
Spring has come! Welcome to our lab. Spring has come! Welcome to our lab. –introduction of new students––introduction of new students–

ーようこそ新入生！ー
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初代デザイン ( 第 1号～第 28号 ) 2 代目デザイン ( 第 29 号～第 119 号 )

3 代目デザイン ( 第 119 号～第 263.9 号 )

ポップ体のシンプルなデザインから始まった

4 代目新デザイン ( 第 264 号～ )

ヘッダーとしてデザインされたのはこのとき

特徴的な文字デザインは 7年間使わてきた

ヘッダーの変遷をまとめてみました！


